
 

１４－３４ 

平成２６年（２０１４年）１０月２日 

 

住宅団地型既存住宅流通促進モデル事業 

みなまきみらいプロジェクトが始動します 
相談窓口の開設や住まいの検査を実施 

 

相 鉄 不 動 産 株 式 会 社 

相 鉄 不 動 産 販 売 株 式 会 社 

相 鉄 ホ ー ム 株 式 会 社 

相鉄ホールディングス株式会社 

株 式 会 社 Ｕ Ｇ 都 市 建 築 

 

相鉄グループおよび㈱ＵＧ都市建築（本社：東京都新宿区、代表取締役社長：山下昌彦）は、国土

交通省による「住宅団地型既存住宅流通促進モデル事業」に事業提案を行い、平成２５年（２０１３

年）１２月２４日に横浜市旭区万騎が原、同柏町地域が対象地域に採択されました。 

 これにより、対象地域にお住まいの方は、住宅の状況を把握するための調査「住まいの検査（イン

スペクション）」の費用補助（上限１０万円／戸）が受けられるほか、売買または賃貸化される住宅

限定で、リフォーム工事費用総額の３分の１まで（上限１００万円／戸）の補助を受けることができ

ます。 

相鉄グループおよび㈱ＵＧ都市建築では、この事業への取り組みを「みなまきみらいプロジェクト」

とし、住まいの検査やリフォーム工事を通じて既存住宅の価値を高め、その住宅が循環利用される住

み替えを促進し、今後も持続的に活力のある街づくりに貢献してまいります。 

概要は以下のとおりです。なお、詳細は「別紙１」をご覧ください。 

 

 

【みなまきみらいプロジェクトの概要】 

１．対象地域 相鉄いずみ野線・南万騎が原駅を中心とする横浜市旭区万騎が原、同柏町 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

２．実施内容 ①アンケート調査等の実施により、住まいに関する問題点や課題を把握したうえで、 

        住み替えやリフォーム等に関する情報提供を行います。 

②住まいや暮らしに関するお悩みを解決するために、相談窓口を開設します。 

 

 

 

 

③お住まいの住宅を対象とする住まいの検査（インスペクション）を実施し、 

建物の状態をお調べします。 

 

 

        

 

 

 

３．取り組み主体と役割  

相鉄不動産株式会社（代表企業） 

相鉄不動産販売株式会社（住み替えや流通・活用に関する情報提供や相談対応） 

相鉄ホーム株式会社（住宅診断・リフォームに関する情報提供、相談対応および実施） 

相鉄ホールディングス株式会社（地方公共団体等との連携および調整） 

株式会社ＵＧ都市建築（住宅の利活用実態調査等の実施） 

 

４．これまでの活動実績  

①平成２６年（２０１４年）４月～５月 

区域内住宅所有者・借家人約４０００人を対象にアンケート調査を実施。 

約１０００通の回答をいただきました（回収率約２５％）。 

集計結果は「別紙２」をご覧ください。 

②平成２６年（２０１４年）９月 

アンケート調査にご協力いただいた方々の中から、さらに４７名の方々に住まい

に関するグループインタビューを実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

相鉄不動産販売株式会社二俣川店（くらそラウンジ）にて、みなまきみらい

プロジェクトの相談窓口を開設し、住まいに関することから、暮らしに関す

ることまで、あらゆることをワンストップで対応します。 

国からの補助により、住宅の検査・調査を行う住まいの検査（インスペクシ

ョン）を、実質無料にて実施することができます。 

さらに、売買または賃貸化される住宅限定でリフォーム工事を行うと、工事

費用総額の３分の１まで（上限１００万円）の補助を受けられます。 

相鉄いずみ野線沿線地域は、横浜市環境未来都市構想に基づく「持続可能な住宅地プロジェ

クト」のモデル地域に指定されており、相鉄ホールディングス㈱は、横浜市と協定を締結し、

「多様な年齢層にとって住みやすいまちづくり」「環境に配慮したまちづくり」を目的とした

取り組みを推進しており、本事業も当該活動と連携して取り組んでまいります。 



 

  





相鉄いずみ野線南万騎が原駅周辺区域 住宅団地型既存住宅流通促進モデル事業 

住宅所有者等アンケート調査結果報告（概要版） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この度は、住宅団地型既存住宅流通促進モデル事業の住宅所有者等アンケート調査にご協力いただき、ありがと

うございました。今回、区域内の住宅所有者、借家人を対象に合計 3,942 名の方にアンケートの配布を行い、

1,014 通の回答を頂きました。アンケート集計結果の一部をご報告します。 

※ アンケート結果は平成 26 年 8 月 18 日時点のものです。 

※ 詳細についてはホームページ（http://www.sotetsufudosan.co.jp/minamo/）で公開します。 
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そうてつローゼン南まきが原店 
まきが原相鉄ライフの専門店（ローゼン以外） 

万騎が原商店街 
そうてつローゼン二俣川店 

二俣川相鉄ライフ・グリーングリーンの商店 
西友二俣川店 

ドン・キホーテ二俣川店 
相鉄ジョイナス 

ダイヤモンド地下街 
宅配サービス 

その他 

■普段の買物に利用するサービス・場所・施設［n=1,006］(複数回答可) 
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119 
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540 

67 
197 
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コンビニ 
レストラン 
ペット関連 

花屋 
パン屋 

クリニック 
カフェ 
本屋 

スポーツ用品 
その他 

■あったらいいなと思う店舗［n=911］（複数回答可） 

508 

539 

253 

165 

99 

86 

82 

258 

146 

243 

80 

0 200 400 600 800 

日常的な買い物施設の充実 
レストランなど食事に関する施設の充実 

スポーツ・娯楽施設の充実 
コミュニティバスなど地域内交通ネットワークの充実 

公園など自然に触れられる施設の充実 
保育園・学童保育など子育てに関する施設の充実 

教育施設・サービスの充実 
医療施設・サービスの充実 
福祉施設・サービスの充実 

高齢者施設・サービスの充実 
その他 

■南万騎が原駅周辺区域に必要なサービス［n=919］（複数回答可） 

昭和35年以前 

5.0% 

昭和36～45年 

5.7% 

昭和46～55

年 

12.7% 

昭和56～平

成2年 

22.8% 

平成3～12

年 

22.9% 

平成13～22

年 

21.4% 

平成23年以降 

6.1% 

不明 

0.6% 
未回答 

2.9% 

■住宅の建築時期［n=804］ 

自己の主

たる住居 

90.9% 

自己の別荘 

0.2% 

親族が居住 

2.1% 

親族以外の

人に賃貸 

3.2% 

利用していな

い（空き家） 

0.9% 

その他 

0.9% 
未回答 

1.7% 

■現在の利用状況［n=804］ 

147 
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61 
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151 

94 
25 

79 
302 

58 

0 200 400 

屋根や外壁の変色、割れ 
雨漏れ・水漏れ 
室内の段差 

床鳴りや床の強度低下 
室内が寒い・暑い 
設備機器の老朽化 
電気代などが高い 
白蟻による被害 
地震による被害 

特にない 
その他 

■住宅管理上気になっている点［n=804］ 

（複数回答可） まれに床

下や屋根

裏を覗く 

3.6% 不具合発

生時に自

ら修理 

21.4% 

定期的に

自ら点

検・修理 

13.3% 

特に何

もしてい

ない 

39.4% 

その他 

12.2% 

未回答 

10.1% 

■自己管理の取組み状況［n=804］ 

有り 

41.3

% 無し 

51.0

% 

未回

答 

7.7% 

■専門的な建物検査の

経験の有無［n=804］ 

リフォーム

された住

宅を取得 

2.2% 

取得の際

にリフォー

ム 

3.7% 

取得した

後にリ

フォーム 

35.7% 無し 

40.9% 

不明 

0.7% 

その他 

4.5% 

未回答 

12.2% 

■リフォーム（改修）の履歴［n=804］ 

当面予定

はない 

68.3% 

考えては

いるが実

施時期は

未定 

23.3% 

概ね２年

以内に実

施したい 

1.4% 

その他 

1.9% 

未回答 

3.6% 

■今後のリフォームの意向［n=804］ 

実施するため具体的

な情報を収集中 

1.6% 11 
39 
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33 

20 
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21 
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増築または減築 

間取り変更 

内装の変更 

屋根・外壁の塗装・修繕 

老朽設備の更新 

門や塀などの外構 

耐震補強 

防犯設備の充実 

省エネルギー化 

高齢化対応・バリアフリー化 

その他 

■今後のリフォーム内容［n=200］（複数回答可） 

１．日常生活に関すること 

２．所有されている住宅に関すること 

普段の買物に利用するサービス・場所・施設としては「そうてつローゼン南まきが原店」「西友二俣川

店」が最も多く利用されています。 

南万騎が原駅周辺に必要なサービスとしては「レストランなどの食事に関する施設の充実」「日常的な買

い物施設の充実」が最も多く、約 500 名が選択しており、次いで「医療施設・サービスの充実」「スポー

ツ・娯楽施設の充実」「高齢者施設・サービスの充実」もそれぞれ約 250 名が選択しています。また、あっ

たらいいなと思う店舗としては「本屋」「レストラン」「パン屋」が多く選ばれています。 

住宅の建築時期は「昭和 56～平成 2 年」「平成 3～12 年」が多く、築 20 年以上の建物が全体の約半数

になることが分かります。現在の利用状況をみると、約 9 割の方が「自己の主たる住居」として利用してい

ます。 

住宅の管理について、気になっている点は「特にない」が 302 名、自己管理の取組み状況は「特に何もし

ていない」が約 4 割と最も多く、専門的な建物検査の経験も「無し」が半数を占めており、自己管理への関

心があまり高くないようにも思われます。しかし、自由回答をみると定期的にハウスメーカー等による点検

を受けている等、維持管理を行っている方もいるようです。 

リフォームの履歴は「無し」が約 4 割と最も多く、次いで「取得した後にリフォーム」した方が多いで

す。 

今後のリフォームの予定については、約 7 割が「当面予定はない」と回答されています。一方で、約 2.5

割（約 200 名）の方は「考えてはいるが実施時期は未定」、「概ね２年以内に実施したい」「実施するため

具体的な情報を収集中」と今後リフォームを行う意向があるようです。リフォームの内容としては、屋根・

外壁の修繕や老朽設備の更新等が多く選択されていました。 

２ １ 

（別紙２） 



４．住み替えの意向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．南万騎が原駅周辺区域に継続して居住する意向 

住み続けた

い 

67.7% 

街の環境・

条件が整え

ば、住み続

けたい 

12.6% 

別の地域へ

移転したい 

2.0% 

経済条件が

整えば、別

の地域へ移

転したい 

3.9% 

住み続けたい

が、週末など

は田舎暮らし

をしたい（二地

域居住） 

1.7% 

その他 

1.7% 

未回答 

10.5% 

■継続して居住する意向［n=1,014］ 

562 

311 

101 

54 

482 

91 

144 

105 

116 

30 

267 

27 

0 200 400 600 

駅までの利便性が良い 

買い物の利便性が良い 

医療・福祉施設が充実 

子育てに便利 

自然環境が良い 

地域の方々と離れたくない 

通勤・通学に都合が良い 

災害に対して強い地域 

老後を過ごすのに快適 

先祖代々の土地・家屋 

今の住宅が気に入っている 

その他 

■住み続けたい理由［n=678］（複数回答可） 

23 

79 

40 

18 

12 

5 

39 

14 

49 

7 

15 

0 50 100 

駅までの利便性（循環バスの運行等） 

買い物の利便性 

医療・福祉施設の充実 

子育て環境 

自然環境 

地域の方々との深い交流 

鉄道の利便性（都心への直通運転等） 

災害対策 

老後を快適に過ごす環境 

親や子供と同居する環境 

その他 

■整備して欲しい環境・条件［n=116］（複数回答可） 

現在の住宅

に住み続け

たい 

77.6% 

地域内に別

の住宅を取

得、または借

りて住み続け

たい 

6.7% 

地域内の高

齢者施設を

利用、または

移転して住

み続けたい 

1.4% 

その他 

1.8% 

未回答 

12.4% 

■地域内での住み続け方［n=831］ 
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0 5 10 

介護老人保険施設（特別養護老人ホームなど） 

グループホーム（認知症高齢者対応施設） 

有料老人ホームへの入居 

サービス付き高齢者住宅（賃貸）への入居 

高齢者向けマンション（分譲）への入居 

デイケア（通所リハビリ）の利用 

デイサービス（通所介護）の利用 

在宅ケアサービス（在宅介護）の利用 

未定 

その他 

■施設・サービスの希望内容［n=12］（複数回答可） 
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1 
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駅までの利便性が良くない 

買い物の利便性が良くない 

医療・福祉施設が充実していない 

子育てに不便 

自然環境が良くない 

周りにあまり知り合いがいない 

通勤・通学に不便 

災害に対して弱い地域 

老後を過ごすのに不便 

親や子供と同居するには不便 

その他 

■不満を感じている点［n=22］（複数回答可） 

近い将

来、新たに

同居する

予定があ

る 

3.1% 

同居しても

良い、また

は同居した

い 

13.7% 

同居は考

えていない

が、近居は

考えている 

20.1% 

同居・近居

するつもり

はない、ま

たはできな

い 

36.2% 

その他 

17.1% 

未回答 

9.7% 

■親族との同居・近居の意向［n=701］ 

継続して居住する意向については「住み続けたい」が最も多く約７割を占めています。「街の環境・条件

が整えば住み続けたい」「住み続けたいが週末等は田舎暮らしをしたい」を選択した方を加えると、全体の

約８割の方が継続して居住する意向があります。 

また、地域内での住み続け方（継続して居住する意向のある方への設問）を見ると「現在の住宅に住み続

けたい」方が最も多く約 8 割を占めています。一方で、地域内での住み替えを希望されている方（「地域内

に別の住宅を取得、または借りて住み続けたい」「地域内の高齢者施設を利用、または移転して住み続けた

い」を選択された方）も全体の約 0.8 割（68 名）いることがわかりました。 

継続して居住する意向で「住み続けたい」「住み続けたいが週末等は田舎暮らしをしたい」と回答した方

に対する設問では、住み続けたい理由として「駅までの利便性が良い」、「自然環境が良い」ことが選択さ

れています。 

また、「街の環境・条件が整えば住み続けたい」と回答した方に対する設問では、整備して欲しい環境・

条件として「買い物の利便性」が最も多く、次いで「老後を快適に過ごす環境」「医療・福祉施設の充実」

「鉄道の利便性（都心等への直通運転）」が多く選択されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

継続して居住する意向についての設問で、60 名（全体の約 0.6 割）が「別の区域へ移転したい」「経済

条件が整えば別の地域へ移転したい」と回答されました。選択した理由のうち、「この地域に不満」がある

と回答した方（22 名）の不満を感じている点としては、「買い物の利便性が良くない」「老後を過ごすのに

不便」が選択されています。 

地域内での住み続け方で「現在の住宅に住み続けたい」「地域内に別の住宅を取得または借りて住み続け

たい」と回答した方に対する設問では、親族との同居・近居の意向については「同居・近居するつもりはな

い、またはできない」と回答した方が約４割ですが、同居もしくは近居を具体的に検討している方も約 4 割

と同程度います。 

また、「地域内の高齢者施設を利用または移転して住み続けたい」と回答された方に対する設問では、施

設・サービスの希望内容について「サービス付き高齢者住宅（賃貸）」や「有料老人ホーム」「介護老人保

健施設（特別養護老人ホームなど）」「高齢者向けマンション（分譲）」が多く選択されています。 

※“継続して居住する意向”の設問で「住み続けたい」「街の環

境・条件が整えば住み続けたい」「住み続けたいが、週末などは

田舎暮らしをしたい」を選択した方（830 名）に対する設問 

※“継続して居住する意向”の設問で「住み続けたい」

「住み続けたいが、週末などは田舎暮らしをしたい」

を選択した方（702名）に対する設問 

※“継続して居住する意向”の設問で「街の環境・条件が整えば住み続け

たい」を選択した方（182 名）に対する設問 

※“継続して居住する意向”の設問で「別の地域へ移転したい」「経済条件が整えば別の地域へ移転したい」を選択し、移転したい理由につ

いて「この地域に不満がある」を選択した方（22名）に対する設問 

※“地域内での住み続け方”の設問で「現在の住宅に住み続

けたい」「地域内に別の住宅を取得、または借りて住み

続けたい」を選択した方（701 名）に対する設問 

※“地域内での住み続け方”の設問で「地域内の高齢者施設を利用また

は移転して住み続けたい」を選択した方（12名）に対する設問 

４ ３ 

アンケート調査に関するお問い合わせ（アンケート調査委託先） 

㈱ＵＧ都市建築 都市設計部   ℡03-5369-3120  （担当）佐藤・岡本 

住宅団地型既存住宅流通促進モデル事業に関するお問合せ 

相鉄不動産㈱ 企画財務センター ℡045-319-2161 （担当）大津・小寺 


